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研究成果の概要（和文）：本研究は、フランスにおける16世紀以降の視覚詩を研究対象として、文字の視覚性を
特徴とする。視覚詩の歴史、視覚詩の視覚性、作者と読者の関係、フランスの視覚詩の国際的な位置づけといっ
た四つの視点から、文学とイメージの関係性について考察するものであった。なかでも、近年発見された新しい
資料をもとに、20世紀の詩人ピエール・アルベール＝ビローとピエール・ガルニエの作品研究を進めた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to discuss the forms of visual poetry since
 the 16th century to the present in France. In order to propose a new analysis of the relationship 
between text and image we concentrated on the way the visual elements of writing are used. We 
discussed four main points: the history of visual poetry, the use of writing, the relation with the 
reader, and the place of French poetry in international visual poetry. We discovered many 
unpublished documents about two poets of the 20th century, Pierre Albert-Birot and Pierre Garnier, 
which lead us to focus on their works.

研究分野： 人文学
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１．研究開始当初の背景 
視覚詩は、口頭で読み上げるのではなく目

で見て理解する詩として、古くから存在する
ジャンルであり、現在はビジュアル・ポエト
リー、又はコンクリート・ポエトリー、フラ
ンス語ではポエジー・ヴィジュエル（poesie 
visuelle）又は、ポエジー・コンクレット
（poesie concrete）という名前で知られて
いる。しかし目で見て視覚的に詩を理解する
という考え方は、欧米では非常に不自然であ
る。 
歴史上で最も古い視覚詩の例としては、紀

元前４世紀にエジプトで、ロードスのシミア
スという詩人によって作られた作品があげ
られる。ローマ時代にもラテン語で作られた
作品が知られており、中世に入ると、キリス
ト教的な要素を持つ作品が多くなる。16世紀
以降になるとフランス語で書かれた作品が
生まれる。 
20 世紀には、ギヨーム・アポリネールの『カ

リグラム、平和と戦争の詩（1913-1916）
Calligrammes, Poèmes de la paix et de la 
guerre (1913-1916)』によって大きな転機が
もたらされた。しかし、フランスでアポリネ
ール以後に視覚詩を発表した詩人は、アポリ
ネールから大きな影響を受けているものの、
アポリネールの後継者というわけではない。
特に、1960 年代に世界中に広がったコンクリ
ート・ポエトリーは、アポリネールの試みを
さらに一歩進めて、アポリネールの作品に見
られる叙情性を排除して、タイポグラフィー、
レイアウトを駆使して長い文章と独立した
文字の魅力を生かそうとするものであった。 
視覚詩の形態とその変貌については、先行

研究が幾つか存在するが、その多くは網羅的
なものではなく、視覚詩の長い歴史を扱う研
究はこれまで行われてこなかった。現在フラ
ンス語でも日本語でも、フランスの視覚詩の
全体像を問う研究が欠如しており、それが本
研究のに取り組むに至った背景となってい
る。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、平成 23-25 年度基盤研究
（C）『19-21 世紀のフランスにおける詩と絵
画の研究』の成果を踏まえ、文字の視覚性を
特徴とする視覚詩を中心に、新たな角度から
文学とイメージの関係性を考察することで
あった。視覚詩の多様性と豊かさを検討する
ために、視覚詩の歴史、視覚詩の視覚性、作
者と読者の関係、フランスの視覚詩の国際的
な位置づけという四つの側面から考察する
ことを試みた。 
（1）欧米の視覚詩は古代ギリシャ時代から
存在し、フランス語で書かれた作品は 16 世
紀に確認されているが、16 世紀から 21 世紀

までのフランスの視覚詩の歴史はどういう
形で展開してきたか（2）視覚詩の独自の視
覚性はどういうものなのか（3）視覚詩の作
者は自分から作品の意味を断定せず、詩の解
釈を読者に任せて、読者との新しい関係を作
ろうとするが、それはフランスの詩の歴史に
おいてどういう意味を持っているか（4）視
覚詩は世界中の詩人が作っており、その中で
フランスの視覚詩の存在をどのように位置
づければよいのか、という問いの検討が本研
究の目的であった。 
 
３．研究の方法 
 本研究は文字の視覚性を生かした視覚詩を
中心に、新たな角度から文学とイメージの関
係性を考察することを目的とし、文献調査に
加え、常に新たな視点を追求しながら国際的
な研究の発展に努めた。研究の内容に関して
は、特に次の点について検討を行った。 
 文献調査の結果、新しい資料が発見された。
2015 年にフランスの 20 世紀のコンクリー
ト・ポエトリーを代表する詩人ピエール・ガ
ルニエの自宅において、数日間に亘る調査を
進めた。また、ピエール・アルベール＝ビロ
ーに関しては、ノルマンディ（フランス）の
ＩＭＥＣにおいてこの詩人に関する未発表
の資料調査を行った。 
 視覚詩の歴史については、特にピエール・
アルベール＝ビローとピエール・ガルニエを
中心に20～21世紀における変化を考察した。 
 視覚詩が持つ視覚性に関しては、文字の塊
から輪郭線へ、輪郭線から独立した文字へ、
といった形式上の変化を研究した。代表的な
視覚詩を幾つか選択し、その特徴を分析し
た：文字の形（大文字と小文字、ローマン体
とイタリック体）、文字の選択（アルファベ
ット以外の文字の使用など）、配置（空間が
持つ役割）、全体の作品がなんらかの物の形
を取っているかどうか、など。 
 作者と読者の関係性については、解釈の過
程を分析した。解釈という作業には、作品の
空間と媒体が極めて重要な役割を果たして
いることを明らかにした。 
 また、詩人と外国との交流を研究し、視覚
詩を介して行われた国際交流の実際のあり
方（詩人達の間で行われたやり取り、作品の
中で見られる影響等）を調査することによっ
て、フランスの視覚詩の国際的な位置づけを
浮き彫りにすることができた。 
 視覚詩の諸問題を明らかにするためには
グローバルなアプローチが必要であったた
め、フランス人研究者を東京大学に招聘して、
講演会を開催し、情報交換や積極的な国際交
流を行った。本研究の成果を公開するため、
当初から論文集の刊行に向けて共同研究を
進めてきた。テクストとイメージという大き



な枠の中で視覚詩を取り扱うオンライン雑
誌の特集号、紙媒体雑誌の特集号を編集（共
編）し、国際シンポジウムを主催した。その
成果をまとめた論文集『テクストとイメージ
－アンヌ・マリー・クリスタンに捧げる』（仮
題）は、平成 29 年に水声社から出版される
予定である。 
 
４．研究成果 
本研究の実績は、大きく分けて新しい資料の
発見、論文と出版、国際交流、の三点である。 
 文献調査については、予想以上の成果をあ
げることができた。まず、フランスの 20 世
紀のコンクリート・ポエトリーを代表する詩
人ピエール・ガルニエに関する多くの未発表
の資料と作品が発見された。特に平成 26 年
に実施した数日間に亘る調査の結果、屋根裏
部屋に残されていた原稿、書簡が見つかり、
新たに研究対象とすることができた。それ以
降もフランスで資料調査を進め、資料の収集
を続けた。また、ノルマンディ（フランス）
のＩＭＥＣでも、ピエール・アルベール＝ビ
ローの未発表の資料（小説、書簡、インター
ビューなど）を発見した。 
 論文と出版については、まず詩の視覚性を
部分的な研究テーマとしていた（部分的に扱
った）平成 23－25 年度の基盤研究 C の成果
の一部として『詩と絵―マラルメ以降のテキ
ストとイメージ』と題した論文集（シモン＝
及川編）が平成 27 年 5 月に水声社から出版
された。また、国際的にも認められているオ
ンライン雑誌『Textimage』の特集（詩と絵、
媒体の諸問題、パリ第 3大学のエレーヌ・カ
ンペニョール＝カテル氏と共編）を編集した
（ https://www.revue-textimage.com/somma
ire/sommaire.htm）。ヨーロッパ側からは 14
人、日本側からは 6人の専門家が参加したこ
の特集号には、詩の視覚性を扱う複数の論文
が掲載された。 
ピエール・アルベール＝ビローの研究を進

めて、6本の論文を発表した。またピエール・
ガルニエについての研究も進め、平成 26 年 9
月アミアン（フランス）で開かれた展覧会で
の日本部門を担当した。平成 26 年 3月 14 日
にパリ（フランス）で行ったピエール・ガル
ニエと日本についての研究発表をもとに、平
成 28 年に『ピエール・ガルニエと日本』と
いう研究書（L'Herbe qui tremble 社、2冊）
が出版された。ヨーロッパ（フランス、ベル
ギー、イタリア）と日本（主に武蔵野美術大
学図書館）で発掘した未発表の資料を初めて
紹介するこの本は、日仏詩の新たな見方を提
示する研究書となった。 
国際交流については、複数の講演会を主催

して、意見交換を行い、本研究の大きなテー
マである視覚詩の生成過程で重要な役割を

果たす共同作業という点について大きなヒ
ントを得た。 
具体的には、平成 25 年 6 月 4 日に、詩人

ジャック・ルボー、平成 25 年 11 月 6 日にベ
ルナール・ヴイユ氏（ソルボンヌ大学、フラ
ンス）、平成 26 年 7 月 3 日にソフィー・レ
ジヴィッチ氏（ジャック・ドゥーセ文学図書
館副館長、フランス）、平成 28 年 5 月 23 日
にヤン・バテンス氏（KU Leuven 大学、ベル
ギー）、平成 28 年 11 月 22 日にアン＝ガエル・
サリオ氏（Duke 大学、アメリカ）を招聘し講
演会を開催した。またその他にも、フランス
で専門家に会い（との会合の場を設けて）、
意見交換を行った（パリ東マルヌ・ラ・ヴァ
レ大学のキャロル・オルエ氏、パリ第 3大学
のエレーヌ・カンペニョール＝カテル氏な
ど）。 
また、平成 28 年には大規模なイベントを

開催し、平成 28 年 4 月 9 日にフランスの詩
人ジュリアン・ブレーヌの 20 年ぶりの来日
を祝う日仏イベントを主催した。『日仏アヴ
ァンギャルドの今』という題であったが、詩
人の田名部信、出村紳一郎、砂原燎、菊池肇、
ヤリタミサコ、中村恵一と評論家の金澤一志
を招いて、1960 年代以降の日仏の視覚詩につ
いて論じた。逐次通訳付きで開催された本イ
ベントは、60人程度の聴衆が集まった。最後
に、平成 28 年 5 月 21 日に、平成 25 年に亡
くなったパリ第 7 大学名誉教授アン＝マリ
ー・クリスタンに捧げる国際シンポジウムを
開催し、その際に視覚詩をテーマとした。本
研究課題の研究代表者のほかに、吉田典子
（神戸大学）、 千葉文夫（早稲田大学）、
森田直子（東北大学）、北村陽子（早稲田大
学）、 吉村和明（上智大学）、野村正人（学
習院大学）、谷川多佳子（筑波大学）、ユン
＝ジュン・ドウ（仁荷大学、韓国）イアン・
バテンス（KU Leuven 大学、ベルギー）、寺田
寅彦（東京大学）が参加した。 
本研究は 16 世紀以降の視覚詩を検討する

ことを目的としていたが、調査を進めていく
うちに、20 世紀のアヴァンギャルド運動にお
いて視覚詩が大きな意味合いを持っている
ことが明らかになった。その関係をさらに深
く理解するために、20 世紀の視覚詩をこれか
らの研究課題とする予定である。 
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